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茨
城
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
代
表
が
訪
問

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

　
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
代
表
の
４
人
が
26
日
、
県
立
歴

史
館
で
山
口
や
ち
ゑ
県
連
会
長
を
表
敬
訪
問
し
、
現
状
報
告

と
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、

す
で
に
起
業
し
て
県
内
で
事
業

を
行
っ
て
い
る
人
や
、
高
度
人

材
と
し
て
企
業
に
就
職
し
て
い

る
人
も
増
え
て
来
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
会
長
の
ヴ
ァ
ン
・

キ
ャ
ッ
ト
・
カ
ン
さ
ん
（
筑
波

大
学
助
教
）、
レ
・
バ
ン
・
タ

ン
副
会
長
（
モ
ッ
・
ハ
イ
・
バ
ー
・

ヨ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）、
グ
エ
ン
・
ホ
ン
・

ソ
ン
副
会
長
（
株
式
会
社
ア
ド

バ
ン
ス
社
員
）
と
カ
ン
会
長
の

夫
で
つ
く
ば
市
の
『
か
わ
ら
け

や
』
の
島
津
幸
孝
代
表
が
今
後

の
活
動
や
協
会
の
運
営
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
は
す
で
に
、

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
ベ

ト
ナ
ム
人
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
水

戸
市
で
行
っ
て
お
り
、
今
年
で

５
回
目
を
迎
え
、
県
内
外
の

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
そ
の
家
族

や
友
人
が
大
勢
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
県
と
連
携
し
て
、

技
能
実
習
生
が
日
本
で
の
仕
事

や
生
活
を
円
滑
に
行
っ
て
も
ら

う
た
め
の
情
報
提
供
や
在
留
資

格
、
特
定
技
能
に
つ
い
て
の
説

明
を
行
う
技
能
実
習
生
を
対
象

に
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
サ
ッ
カ
ー

大
会
を
は
じ
め
、
留
学
生
を
対

象
に
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

就
職
準
備
、
ベ
ト
ナ
ム
と
関
係

の
あ
る
会
社
に
関
す
る
情
報
を

提
供
す
る
他
、
日
本
で
起
業
し

ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
先
輩

の
経
験
を
聞
く
な
ど
の
行
事
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
茨
城
県
に
住
ん
で
い

る
ベ
ト
ナ
ム
人
の
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
子
ど
も
祭
り
や
、
２

０
０
人
規
模
の
旧
正
月
の
祝
賀

会（
テ
ト
）を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
お
よ
そ
５
千
人
が
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
繋
が
っ
て
い
る

が
、
ま
だ
公
式
で
は
な
い
部
分

も
あ
り
、
協
会
を
ど
う
運
営
し

た
ら
い
い
か
検
討
中
で
す
。

　
山
口
会
長
は
組
織
作
り
の
大

切
さ
を
上
げ
「
今
後
は
さ
ら
に

ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
が
果
た
す
役

割
は
大
き
く
な
っ
て
い
く
。
誰

か
を
頼
る
の
で
は
な
く
、
自
分

た
ち
の
手
で
組
織
を
作
り
上
げ

て
行
く
こ
と
が
大
事
で
、
会
員

登
録
の
方
法
や
行
事
を
運
営
し

て
い
く
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
も
大

き
い
。
県
や
大
使
館
と
の
意
見

交
換
も
大
切
で
あ
る
」
と
示
唆

し
、
地
域
の
組
織
や
団
体
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を

助
言
し
ま
し
た
。

　
彼
ら
は
仕
事
を
持
ち
な
が
ら

活
動
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
抱

え
て
お
り
、
今
後
は
組
織
の
意

見
交
換
を
十
分
行
い
活
動
し
て

い
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
他
に
も
一
般
財

団
法
人
茨
城
県
観
光
物
産
協
会

に
勤
務
す
る
広
報
・
技
能
実
習

生
担
当
の
ド
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
・

チ
ャ
ン
さ
ん
、
学
生
リ
ー
ダ
ー

で
高
度
人
材
担
当
の
フ
ィ
ン
・

テ
ィ
・
ハ
ン
さ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
担
当
の
ダ

オ
・
ホ
ン
・
マ
イ
ン
さ
ん
、
音

楽
イ
ベ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
の
チ
ャ

ン
・
ダ
ン
・
フ
ァ
ッ
プ
さ
ん
、

家
族
問
題
・
生
活
担
当
の
ド
・

テ
ィ
・
サ
オ
・
マ
イ
さ
ん
が
お
り
、

ほ
と
ん
ど
が
20
代
後
半
か
ら
30

代
で
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
カ
ン
会
長
は
「
こ
う
し
て
率

直
に
意
見
交
換
が
で
き
て
と
て

も
勉
強
に
な
っ
た
。
今
後
は
茨

城
県
連
合
会
と
も
協
力
し
て
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
「
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
山
口
会
長
に
励
ま
さ

れ
笑
顔
で
握
手
を
交
わ
し
ま
し

た
。

　
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
は
、

２
０
１
９
年
11
月
８
日
に
茨
城

県
在
住
ベ
ト
ナ
ム
人
の
支
援
並

び
に
、
ベ
ト
ナ
ム
と
茨
城
県
の

良
好
な
関
係
構
築
及
び
、
継
続

に
貢
献
す
る
事
を
目
的
と
し
て

駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館
の
承
認

を
経
て
発
足
し
ま
し
た
。

　
茨
城
県
に
は
現
在
８
千
人
の

ベ
ト
ナ
ム
人
が
生
活
し
て
お
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
技
能
実
習
生

と
し
て
県
内
の
産
業
を
支
え
る

山口会長を表敬訪問する茨城ベトナム人協会代表

熱
心
に
話
し
に
聞
き
入
る
代
表
ら
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
橋
渡
し
を

　
関
彰
商
事
株
式
会
社
で
は
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進

み
、
ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
、
フ

ラ
ン
ス
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
、
ネ

パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
な
ど
様
々
な

国
の
人
々
が
働
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
高
度
人
材
と
し
て
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
７
人
の
社
員
が
働

い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
か
ら
総
合
企
画
部
事

業
開
発
課
に
所
属
す
る
、
茨
城

大
学
大
学
院
出
身
の
ダ
ン
・

ヴ
ェ
ッ
ト
・
タ
ン
さ
ん
と
、
ハ

ノ
イ
工
科
大
学
出
身
の
レ
・

テ
ィ
・
ニ
ュ
さ
ん
に
話
を
伺
い

ま
し
た
。｠

　
タ
ン
さ
ん
は
大
学
院
当
時
か

ら
茨
城
県
連
の
活
動
に
参
加
し
、

県
内
で
ベ
ト
ナ
ム
を
紹
介
す
る

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
、
奨
学
制
度
を

利
用
し
来
日
。
新
聞
配
達
を
し

て
学
費
や
生
活
費
を
得
て
、
日

本
語
学
校
に
通
い
な
が
ら
大
学

受
験
に
挑
戦
し
た
努
力
家
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
日
本
文

化
に
興
味
が
あ
り
、
折
り
紙
が

好
き
で
、
模
造
紙
か
ら
恐
竜
を

折
る
ほ
ど
の
腕
前
で
す
。

　
専
門
は
科
学
で
し
た
が
、
ぜ

ひ
日
本
の
企
業
に
勤
め
て
み
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
２
０
１

７
年
５
月 

、
関
彰
商
事
に
就

職
し
ま
し
た
。

　
１
年
目
は
堪
能
な
日
本
語
を

生
か
し
Ｏ
Ａ
機
器
の
営
業
を
行

い
ま
し
た
が
「
先
輩
と
行
く
と

う
ま
く
い
く
が
独
り
で
は
大
変

だ
っ
た
。
そ
れ
が
今
に
生
か
さ

れ
て
い
る
」
と
振
り
返
る
。

「
総
合
企
画
部
で
少
し
ベ
ト
ナ

ム
に
関
係
す
る
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
い
ろ
ん
な
人

と
会
っ
て
仕
事
を
し
、
様
々
な

企
業
が
事
業
に
協
力
し
て
く
れ

た
ら
嬉
し
い
。
会
社
に
貢
献
し
、

ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
懸
け
橋
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て

　
茨
城
県
連
合
会
副
会
長
の
関
正
樹
さ
ん
が
代
表
取
締
役
を
務
め
る
関
彰
商
事
株
式

会
社
は
、
多
様
性
を
受
容
す
る
会
社
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
人
を
は
じ
め
様
々
な
国
の

人
が
働
い
て
い
ま
す
。

関
彰
商
事
の
タ
ン
さ
ん
と
ニ
ュ
さ
ん

な
る
よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
」

と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
さ
ん
は
、
ハ
ノ
イ
工
科

大
学
を
卒
業
後
ベ
ト
ナ
ム
の
日

系
企
業
で
半
年
働
き
、
関
彰
商

事
が
16
年
度
よ
り
開
催
し
て
い

る
ベ
ト
ナ
ム 

ハ
ノ
イ
工
科
大

学
で
の
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
に
参
加
。

関
彰
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
ぜ
ひ

こ
こ
で
働
き
た
い
と
思
っ
た
と

話
し
ま
す
。

　
17
年
９
月
採
用
、
専
門
は
電

子
、
通
信
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
「
上

司
や
先
輩
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
。
人
と
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
仕
事

を
し
て
い
く
上
で
の
ス
キ
ル
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
仕
事
以
外
で
も
、
大
学
時
代

サ
ッ
カ
ー
部
だ
っ
た
強
み
を
生

か
し
、
社
員
交
流
の
フ
ッ
ト
サ

ル
大
会
に
毎
年
参
加
「
歓
迎
会

な
ど
は
ベ
ト
ナ
ム
に
な
い
文
化
。

仕
事
の
一
環
だ
が
気
楽
に
大
勢

の
人
と
話
せ
る
の
が
楽
し
い
」

と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

　
タ
ン
さ
ん
も
「
事
業
開
発
は

見
え
な
い
将
来
に
繋
げ
る
仕
事
。

調
査
を
通
し
自
分
の
考
え
を
生

か
す
や
り
が
い
が
あ
る
仕
事
」

と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

　
関
彰
商
事
の
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア

は
す
で
に
総
来
場
学
生
数
約
２

５
０
０
人
以
上
、
出
展
企
業
も

70
社
を
越
え
て
い
ま
す
。
会
社

を
担
う
高
度
人
材
と
し
て
、
多

く
の
世
界
の
学
生
が
日
本
の
企

業
で
働
き
始
め
て
い
ま
す
。

関彰商事

総
合
企
画
部
事
業
開
発
課
に
所
属
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
茨
城
県
連
会
員
で
、
小
山
記

念
病
院
の
小
山
浩
子
さ
ん
が
代

表
取
締
役
社
長
を
務
め
る
株
式

会
社
寿
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン

『
ま
ご
こ
ろ
工
房
』
で
は
、
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
の
技
能
実
習
生
が

現
在
５
人
働
い
て
い
ま
す
。

　
今
で
は
大
き
な
戦
力
で
あ
る

彼
女
た
ち
は
働
く
こ
と
が
楽
し

い
と
話
し
ま
す
。

　
取
材
に
応
え
て
く
れ
た
総
務

部
の
岡
田
惇
部
長
に
よ
る
と
、

惣
菜
製
造
業
は
国
内
で
は
ど
ん

な
に
い
い
条
件
で
求
人
を
出
し

て
も
人
が
集
ま
ら
ず
、
働
い
て

い
る
人
た
ち
の
年
齢
も
上
が
っ

て
い
く
現
状
に
あ
り
、
外
国
人

技
能
実
習
制
度
を
活
用
し
て
み

よ
う
と
考
え
た
の
が
始
ま
り
で

し
た
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
外

国
人
技
能
実
習
制
度
は
、
我
が

国
が
先
進
国
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
つ
つ
国
際
社
会
と
の
調

和
あ
る
発
展
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
技
能
、
技
術
又
は
知
識
を

開
発
途
上
国
等
へ
の
移
転
を
図

り
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
経
済
発

展
を
担
う
〝
人
づ
く
り
〞
に
協

力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
来
日
１
年
目
に

は
日
本
語
や
日
本
文
化
の
研
修

が
２
ヶ
月
ほ
ど
、
１
年
後
に
は

技
能
実
習
生
本
人
が
所
定
の
技

能
試
験
で
学
科
と
実
技
の
両
方

に
合
格
す
る
事
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

『
ま
ご
こ
ろ
工
房
』
で
も
６
人

入
っ
た
中
で
、
１
人
は
こ
の
試

験
に
合
格
で
き
ず
帰
国
と
な
っ

た
と
聞
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
年
目
に
は
よ
り
高

度
な
技
能
試
験
（
学
科
と
実
技
）

が
行
わ
れ
、
合
格
し
た
者
だ
け

が
さ
ら
に
２
年
（
計
５
年
）
日

本
で
働
く
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　
漢
字
も
含
ま
れ
る
指
示
書
通

り
に
作
業
す
る
事
は
難
し
い
こ

と
で
す
が
、
技
術
向
上
は
も
ち

ろ
ん
、
日
本
で
働
く
た
め
に
実

習
生
は
と
て
も
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。

　
フ
ァ
ン
・
テ
ィ
・
フ
ォ
ン
・

チ
ュ
ク
さ
ん
（
25
歳
）、
ブ
ー
・

テ
ィ
・
ト
ゥ
イ
さ
ん
（
28
歳
）、

グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ラ
ン
・
ア
イ

ン
さ
ん
（
28
歳
）
は
そ
れ
ぞ
れ

結
婚
し
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
を

ベ
ト
ナ
ム
に
残
し
て
働
い
て
い

ま
す
。

「
ベ
ト
ナ
ム
に
毎
日
電
話
し
て
、

顔
を
見
て
話
し
て
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
子
ど
も
に
会
え
な
く
て
寂
し

く
な
い
で
す
か
？
」
と
聞
く
と
、

「
大
丈
夫
、
仕
事
楽
し
い
で
す
。

日
本
で
働
い
て
家
族
に
仕
送
り

し
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
」
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ズ
オ
ン
・
テ
ィ
・
リ
ン
さ
ん

（
21
歳
）
は
相
撲
が
好
き
と
い

う
と
、
全
員
が
笑
い
出
し
「
お

相
撲
さ
ん
と
結
婚
し
た
ら
」
と

声
が
上
が
り
、
笑
い
が
あ
ふ
れ

ま
し
た
。

　
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
イ
さ

ん
（
20
歳
）
は
「
一
緒
に
働
い

て
い
る
人
が
み
ん
な
親
切
。
熱

心
で
い
つ
も
助
け
て
く
れ
る
。

だ
か
ら
仕
事
は
楽
し
い
」
と
言

う
と
全
員
が
う
な
ず
き
「
漢
字

や
言
葉
は
難
し
い
け
れ
ど
、
盛

り
付
け
や
洗
い
場
の
仕
事
、
掃

除
、
清
掃
が
き
ち
ん
と
で
き
る

と
嬉
し
い
」
と
み
ん
な
が
口
を

揃
え
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
休
日
は
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物

に
行
っ
た
り
、
公
園
で
お
花
見

を
し
た
り
、
散
歩
を
す
る
の
が

楽
し
い
よ
う
で
、
ベ
ト
ナ
ム
料

理
に
必
要
な
食
材
は
業
務
ス
ー

パ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手

に
入
れ
ら
れ
る
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
休
ん
で
い
る
よ
り
み
ん
な
と

働
い
て
い
る
ほ
う
が
楽
し
い
の

で
、
で
き
る
だ
け
働
い
て
い
た

い
と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

｠

「
ベ
ト
ナ
ム
人
は
自
分
が
置
か

れ
た
環
境
を
人
と
は
比
べ
な
い

で
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
や

ろ
う
と
す
る
。
素
直
で
元
気
。

自
分
た
ち
が
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
」
と
岡
田
部
長
が

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
彼
女
た
ち
は
、
先
輩
た
ち
か

ら
作
業
の
仕
方
や
日
本
で
の
生

活
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ど
優
し

く
教
え
て
貰
っ
た
そ
う
で
、
笑

顔
で
前
向
き
に
働
く
姿
に
、
大

変
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

小山記念病院グループ
セントラルキッチン
「まごころ工房」

　
鹿
嶋
市
に
あ
る
小
山
記
念
病
院
グ
ル
ー
プ
の
、

株
式
会
社
寿
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
『
ま
ご
こ

ろ
工
房
』
は
、
福
祉
施
設
、
病
院
な
ど
に
食
事

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

優しく教えてくれた先輩のおかげ 今
は
仕
事
が
楽
し
い小山記念病院施設内「まごころ工房」で働く５人の実習生

親指と人差し指でハートの形を作り笑顔でポーズ

出
来
上
が
っ
た
食
事
を
各
施
設
に
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

鉾田市
つくば市
古河市
土浦市
結城市
常総市
水戸市
小美玉市
筑西市
下妻市
坂東市
神栖市
取手市
八千代町
竜ヶ崎市
稲敷市
日立市
ひたちなか市
守谷市
かすみがうら市
利根町
茨城町
鹿嶋市
石岡市
つくばみらい市
行方市
牛久市
笠間市
境町
大洗町
常陸大宮市
桜川市
那珂市
美浦村
東海村
阿見町
高萩市
潮来町
五霞町
河内町
北茨城市
常陸太田市
大子町
城里町

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
17.
19.
20.
21.
22.
23.
24.
24.
26.
27.
28.
29.
30.
31.
31.
33.
34.
35.
36.
36.
38.
39.
40.
41.
42.
43.
44.

756人
715人
478人
462人
456人
436人
417人
391人
377人
335人
325人
310人
237人
221人
212人
210人
203人
203人
171人
150人
119人
115人
108人
102人
102人
100人
98人
80人
77人
73人
59人
59人
48人
43人
42人
42人
41人
39人
38人
27人
26人
24人
7人
6人

県内在住市町村別人数
（2019年6月現在、法務省在留外国人統計より）

2015     2016     2017     2018     2019（年）

（人数）
10,000
9,000
8,000
7,000
6,000
5,000
4,000
3,000
2,000
1,000

0

●

　　　　　●

　　　　　●

　　　　　●

　　　　　●

3,085人

4,359人

6,161人

7,667人

8,540人

県内在住ベトナム人数の推移

国籍

中国
フィリピン
ベトナム
ブラジル
タイ
韓国

インドネシア
スリランカ
ペルー
パキスタン

順位

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

人数  

13,183
10,158
8,540
5,914
4,852
4,297
3,939
2,536
1,640
1,591

全国
順位

11 
8 
12 
9 
3 
16 
3 
4 
10 
3 

構成比(%)

19.4  
14.9  
12.6  
8.7  
7.1  
6.3  
5.8  
3.7  
2.4  
2.3  

人口比(%)

0.46
0.35
0.30
0.21
0.17
0.15
0.14
0.09
0.06
0.06

対前年増減数

648   
△29   
1,938   
44   
181   
△43   
482   
214   
△30   
141   

対前年増減率

5.5   
△0.3   
29.2   
0.7   
3.9   
△1.0   
13.9   
9.2   
△1.8   
9.7   

国籍別在留外国人数

外国人数 ／
   全外国人数

外国人数 ／
市町村常住人口

2019年6月 -
      2018年6月

対前年増減数 ／
2018年末外国人数

デ
ー
タ
で
見
る
県
内
ベ
ト
ナ
ム
人

技
能
実
習
５
７
８
５
人

在
留
者
の
実
に
68
％

　
令
和
元
年
６
月
末
の
法
務
省

「
在
留
外
国
人
統
計
」
に
よ
る
と
、

県
内
在
住
ベ
ト
ナ
ム
人
の
数
は

２
０
１
５
年
の
３
０
８
５
人
か

ら
毎
年
ほ
ぼ
千
人
ず
つ
増
加
し
、

19
年
６
月
の
時
点
で
８
５
４
０

人
と
な
っ
て
い
る
。

　
在
留
資
格
別
の
内
訳
は
、
技

能
実
習
５
７
８
５
人
、
技
術
・

人
文
知
識
・
国
際
業
務
８
８
９

人
、
留
学
７
７
０
人
、
家
族
滞

在
３
５
４
人
な
ど
で
、
市
町
村

別
で
は
鉾
田
市
が
７
５
６
人
と

最
も
多
く
、
つ
く
ば
市
も
７
０

０
人
を
超
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
土
浦
市
、
結
城
市
、

常
総
市
、
水
戸
市
な
ど
も
４
０

０
人
以
上
が
在
住
し
て
い
る
。

　
国
籍
別
に
見
る
と
、
最
も
多

い
の
は
中
国
、
次
い
で
フ
ィ
リ

ピ
ン
だ
が
、
３
位
の
ベ
ト
ナ
ム

は
今
後
一
層
、
増
加
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　
県
内
の
農
業
や
製
造
業
に
お

い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
人
実
習
生
の

果
た
す
役
割
は
さ
ら
に
大
き
く

な
り
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
技
術
や
研
究
の

分
野
で
も
さ
ら
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。
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機関紙「日本とベトナム」

茨城県版広告掲載のお願い茨城県版広告掲載のお願い

年度分掲載料３万円

掲載のお申し込みは県連事務局まで

☎０２９-２２４-３５００

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

日
本
で
働
く
仲
間
と
と
も
に

　
茨
城
県
連
合
会
の
幹
事
、
菊
池
和
之
さ
ん
が
経
営
す
る
有
限
会
社
菊
池
興
業

で
働
い
て
い
る
５
人
の
技
能
実
習
生
に
「
日
本
で
働
く
」
こ
と
に
つ
い
て
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　
水
戸
市
住
吉
町
で
主
に
鉄
骨
、

土
木
、
仮
設
工
事
な
ど
を
行
う

有
限
会
社
菊
池
興
業
は
、
現
在

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
実
習
生
５
人

が
働
い
て
い
ま
す
。

　
菊
池
興
業
の
資
材
セ
ン
タ
ー

に
い
る
と
次
々
に
「
お
疲
れ
様

で
す
。
今
戻
り
ま
し
た
」
と
そ

れ
ぞ
れ
の
現
場
か
ら
戻
っ
た
ベ

ト
ナ
ム
人
実
習
生
が
事
務
所
へ

あ
い
さ
つ
に
来
ま
す
。

「
建
設
業
界
も
高
齢
化
に
伴
い

慢
性
的
な
人
手
不
足
が
現
状
で
、

実
習
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

し
た
が
、
こ
ん
な
に
助
か
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
話

す
菊
池
社
長
。 

　
彼
等
は
勤
勉
で
よ
く
働
く
上

に
人
間
性
も
素
晴
ら
し
く
、
20

代
、
30
代
の
社
員
と
も
連
携
し

て
仕
事
が
で
き
、
信
頼
で
き
る

と
も
評
価
し
て
い
ま
す
。 

　
今
の
課
題
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
、
あ
る
程
度
は
日
本

語
で
話
し
ま
す
が
、
ポ
ケ
ト
ー

ク
（
音
声
翻
訳
機
）
や
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
会
話
を

し
、
互
い
の
意
志
疎
通
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
本
音
は
ど
う
な
の
か
と
社
員

が
声
を
か
け
、
彼
ら
も
そ
れ
を

汲
ん
で
積
極
的
に
和
気
あ
い
あ

い
と
答
え
て
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
５
人
全
員
が
ハ
ノ
イ
周
辺
の

農
村
地
域
の
出
身
で
、
一
期
生

の
グ
エ
ン
・
バ
ン
・
リ
ン
さ
ん

（
30
歳
）
と
ヴ
ォ
イ
・
ド
ゥ
ッ
ク
・

タ
ン
さ
ん
（
34
歳
）
が
環
境
を

作
り
、
二
期
生
の
グ
エ
ン
・
マ

イ
・
テ
ィ
エ
ン
さ
ん
（
32
歳
）、

レ
・
バ
ン
・
イ
エ
ン
さ
ん
（
28
歳
）、

フ
ァ
ン
・
バ
ン
・
ニ
ン
さ
ん

（
26
歳
）
た
ち
を
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
全
員
が
料
理
を
す

る
の
で
、
普
段
は
自
炊
し
、
自

分
た
ち
の
弁
当
も
毎
日
作
っ
て

い
ま
す
。
夕
食
時
に
は
４
〜
５

品
の
料
理
が
並
び
、
み
ん
な
で

食
べ
る
の
が
楽
し
み
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

片
言
の
日
本
語
、
先
輩
の
後
に
つ
い
て

菊
池
興
業
で
働
く
五
人
の
実
習
生

　
ま
た
、
土
曜
日
に
は
ビ
ー
ル

を
飲
み
、
日
曜
日
は
寝
る
の
が

ス
ト
レ
ス
解
消
で
、
好
き
な
食

べ
物
は
お
寿
司
と
ラ
ー
メ
ン
。

「
社
長
は
優
し
い
し
、
会
社
の

み
ん
な
は
よ
く
い
ろ
い
ろ
教
え

て
く
れ
る
い
い
人
た
ち
だ
か
ら

大
丈
夫
」
と
片
言
の
日
本
語
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
日
本
は
ベ
ト
ナ
ム
と
比
べ
て

寒
い
し
、
雨
の
時
は
滑
る
の
で
、

大
変
な
と
き
も
あ
る
。
気
を
つ

け
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
」
と

リ
ン
さ
ん
。

　
み
ん
な
ベ
ト
ナ
ム
で
待
つ
奥

さ
ん
や
子
ど
も
の
た
め
に
も
頑

張
っ
て
い
る
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
し
っ
か
り
と
し
た
送
り
出
し

の
機
関
と
日
本
で
の
受
け
入
れ

機
関
の
連
携
も
重
要
と
な
っ
て

く
る
実
習
生
の
雇
用
、
菊
池
さ

ん
の
会
社
で
は
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
、
暖
か
い
雰
囲

気
の
な
か
、
厳
し
く
仕
事
と
向

き
合
っ
て
い
る
一
人
ひ
と
り
の

姿
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

菊池興業

　
　
　
　
　
今
月
の
俳
句

○ 

良
き
友
と 

笑
顔
賑
あ
う 
小
正
月

○ 

梅
娘 

笑
顔
で
サ
ー
ビ
ス 
水
戸
の
駅

○ 

小
正
月 

家
族
の
絆
な 

祝
い
酒

○ 

古
民
家
で 

平
和
を
願
う 

雛
の
前

○ 

小
正
月 

新
風
求
め 

旅
に
出
る

　
　
　
　
　
　  

茨
城
県
連
顧
問 

人
見
章
太
郎
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
３
月
号
に
つ
い
て

　
茨
城
県
連
合
会
会
員
並
び
に
支
援
者
の
皆
様
、
世
界

中
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
ウ
ィ
ル
ス
に
人
類
が

遭
遇
す
る
と
い
う
、
未
曾
有
の
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
度
、
県
連
合
会
で
は
、
会
員
の
方
々
を
対
象
に

毎
年
４
月
に
開
催
し
て
い
る
、
い
ち
ご
狩
り
を
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
今
年
は

中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
皆
様
に
は
大
変
残
念
か

と
思
い
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
は
22
日
か
ら
外
交
官
等
の
特
別

な
場
合
を
除
き
、
全
て
の
外
国
人
に
対
し
て
、
入
国
許

可
を
停
止
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、

フ
エ
外
国
語
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
は
５
月
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
も
あ
り
、
今
月
号
は
、
い
ち
ご
狩
り
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
、
こ
と
ご
と
く
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
通
常
の
紙
面
構
成
と
は
、
多
く
の
記

事
で
急
き
ょ
違
う
形
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
未
だ
ウ
ィ
ル
ス
終
息
の
兆
し
が
見
え
ず
不
安
か
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
何
と
ぞ
健
康
管
理
に
は
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

 

日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
茨
城
県
連
合
会
会
長
山
口
や
ち
ゑ

　
茨
城
県
連
会
員
の
、
鉾
田

市
で
イ
チ
ゴ
や
メ
ロ
ン
な
ど

を
栽
培
し
て
い
る
檜
山
農
園

の
檜
山
正
美
さ
ん
は
、
四
月

に
毎
年
行
わ
れ
る
、
シ
ン

チ
ャ
オ
会
と
県
連
合
同
の
い

ち
ご
狩
り
に
協
力
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
10
月
に
東
日
本

を
襲
っ
た
台
風
19
号
の
影
響

で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
飛
ば

さ
れ
、
イ
チ
ゴ
の
苗
が
雨
で

　毎年４月に鉾田市の檜山農園で行われる、いちご狩り
が、今年はコロナウィルス感染症の影響により、中止と
なりました。

被
害
を
受
け
る
な
ど
厳
し
い

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

「
こ
の
春
や
っ
と
見
事
な
イ

チ
ゴ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
今
度
は

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で

今
年
の
い
ち
ご
狩
り
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
と
て

も
残
念
で
す
。
来
年
は
、
美

味
し
い
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て

待
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
手

を
振
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

来
年
は
来
て
く
だ
さ
い

美味しいイチゴを作って待ってます

鉾田市
檜山農園鉾田市の檜山農園でも多くの外国人労働者が働いています

■
新
入
会
員

▽
坂
本
敬
子
（
大
洗
町
）▽
大

槻
啓
子
（
鹿
嶋
市
）▽
塙
都
妙

（
鉾
田
市
）▽
社
会
福
祉
法
人

祐
徳
会 

桂
木
功
雄
（
水
戸
市
）

▽
社
会
福
祉
法
人
徳
泉
会 

鬼

澤
紘
一
（
水
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
順
不
同
敬
称
略



VCI 人材戦略アカデミー

ベトナムのエンジニア
（大卒・正社員・幹部候補生）を
  確実に採用できます。

４００人以上の卒業生が既に中小企業の技術の最前線
で働いています。
ハノイで最もレベルの高い国立ハノイ工科大学などの優秀な学生が日本
企業での就職を目指して、VCIアカデミーで日本語と日本社会を学んで
います。

［費用やスケジュールのお問い合わせ］

電話：VCI人材戦略アカデミー（代表）0084-24-8585-5990
阿部正行（校長）090-1767-7063 - メール：abevci@me.com

2020年 （令和２年） 3月15日
自助・互助・共助・公助の一翼を担う！

4／9木曜コース開講予定
受講期間 　　週１回スクーリングで約４ヵ月間
時　　間　    9：00～16：00　　　　　　
費　　用       45,000円（テキスト代込） 
定　　員　　 ２０名　

社会福祉法人祥風会

通信・介護職員初任者研修

土浦市小松1丁目3番33号ハトリビル６F

029-896-3521（研修室直通）

※詳しくは下記までお問い合わせください

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋
機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す


